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大和市の紹介
○東京都心から約40km圏内、神奈川県の中央域に位置

○人口：２３６，０７８人 (2019年4月1日現在)

○面積：27.09㎢

○交通：私鉄３路線 ８駅、東名高速道路、国道16号、246号 など
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「健康都市 やまと」宣言
2009年2月1日

市の施策の中心に『健康』を据え３つの柱を
軸に約１０００事業を展開しています。

人の
健康

まちの
健康

社会の
健康

健康都市やまと
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平成25年

平成26年

平成27年

平成29年

平成28年

平成30年

④口腔機能低下防止
⑤認知機能低下防止 開始

①低栄養予防（管理栄養士）
②糖尿病性腎症重症化予防 開始

（管理栄養士・保健師）
＜モデル地区活動＞

①低栄養予防
②糖尿病性腎症重症化予防
＜全地区展開開始＞

①低栄養予防
②糖尿病性腎症重症化予防
★モデル事業開始
★県栄養士会委託開始

③低栄養早期予防開始

1名増員
（計4名）

1名増員
（計5名）

1名増員
（計6名）

1名増員
（計3名）

1名増員
（計７名）

平成31年

通いの場での
健康・栄養相談開始

管理栄養士の増員経緯

訪問活動経緯・戦略

管理栄養士のみの係
地域栄養ケア推進担当発足
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１ 災害時の組織体制

２ マニュアル作成の
経緯

３ 栄養士活動編

２ マニュアル作成の
経緯

３ 栄養士活動編

大和市における
災害時の栄養・
食生活支援体制
について
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災害発生時、

専門職である保健師、管理栄養士が、

保健活動に専念できる体制を

整えている

マニュアル作成前

市の職員として、一般的
な動員（避難所開設等）

に携わる

マニュアル作成後

保健師・管理栄養士の
専門性を活かして、保健

活動を展開する

Before After

大きな特徴
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本部長（市長）

副本部長
（副市長、教育長、病院長）

＜事務局＞ 〇統括
危機管理班 市長室

大和市災害対策本部

本部員（各部長、市長室長、事務局長、消防長）
〇総務・情報・・・政策部、総務部、

協力部
（議会事務局・選挙管理委員会・監査事務局）

◆地域活動拠点（北部・中部・南部）
〇救援・救護・・・健康福祉部、文化スポーツ部、市民経済部、

こども部、教育部
〇復旧・復興・・・街づくり計画部、環境農政部、都市施設部
〇医療・・・・・・・・病院部
〇消火・救助・・・消防部
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大和市地域防災計画
地震や風水害等の災害対策に関し、市及び関係機関が対応すべき

事務又は業務について総合的な指針を定めたもの。

神奈川県地域防災計画

国：防災基本計画
国の災害対策の根幹をなすもので、中央防災会議が作成する防災分野の
最上位計画で、地域防災計画の重点事項、作成基準等を定めている。

救援・救護担当部 防災マニュアル
健康福祉部・こども部・文化スポーツ部・市民経済部・教育部の５部共通
の事項をまとめたものと各部の詳細マニュアルあり。

国
・
県
及
び
市
の
計
画

市
職
員
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

災害時の職員初動行動マニュアル
初動応急体制をまとめたもので、分掌事務を定め職員の活動内容を規定。
災害対策本部の指揮の下、各部が横断的に活動体制を構築。

神奈川県医療救護計画

大和市業務継続計画

災害対策基本法計画・マニュアル
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なぜ、
①栄養士の活動に特化した
②市独自のマニュアル
が必要なのでしょうか?

作るのは
義務？

日本栄養士会の
リーフレットを
活用したら？

大和市

地域防災
計画では

だめなの？
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衛生管理の問題

被災地では、避難所等で食中毒が発生
することが、しばしばある。

その原因は、食事として提供された炊き
出しなど、様々である。

避難所で提供される食品や調理施設の
衛生管理を徹底し、再発防止を図ることが
重要。

栄養管理の問題

避難所では、食物アレルギーがある方、疾病
による食事制限が必要な方、乳幼児、妊産婦、
嚥下困難な高齢者など、特に配慮が必要な人
への適切な食事提供が必要である。

被災地では、配慮食が届いていたにも関わ
らず、使い方が分からず、廃棄される例が少
なくない。

その一方で、3,000kcal/日の食事が提供され
ていた避難所もある。

①栄養士の活動に特化する理由

給食管理で培った、
衛生管理の専門性を
活かすことができる

1 ２
理由 理由

日々の栄養相談で培った、
栄養管理の専門性を
活かすことができる
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危機管理課も

含め、他課と情報
交換することで、
共通理解が
できた

市の防災に
関する情報を
再確認できた

防災栄養を

考えるきっかけ
となった

②市独自のマニュアルを作って良かったこと

1 ２ ３
メリット メリット メリット

・・・・・・・。

・・・・・・、
・・・・。

・・・・・・
・・・・！
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１ 災害時の組織体制

２ マニュアル作成の
経緯

３ 栄養士活動編

１ 災害時の組織体制

３ 栄養士活動編

大和市イベントキャラクター ヤマトン

大和市における
災害時の栄養・
食生活支援体制
について
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神
奈
川
県
地
震
被
害
想
定
調
査

報
告
書
公
表

災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
チ
ー
ム
編
成

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要
に
つ
い
て
の
検
討
と
研
修

大
和
市
災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
完
成

大
和
市
災
害
時
保
健
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

栄
養
士
活
動
編
完
成

災
害
時
栄
養
・食
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
完
成

給
食
施
設
に
お
け
る
災
害
対
策
完
成

東
日
本
大
震
災

平成23年
3月

平成27年
5月

平成27年
3月

平成27年
11月

平成28年
1月

平成29年
3月

保健師 保健所危機管理課

👥👤

🎉
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２１

保健所の地域食生活対
策推進協議会

行政栄養士の災害時の活動を検討

ガイドライン作成へ

大和市保健活動戦略
検討チーム

＜目的＞

保健師、管理栄養士その他の関係職員
が組織横断的に連携して保健活動等の
業務を推進し、健康都市やまとを実現す

ることを目的とする。

保健師及び管理栄養士が、災害時にお
いて取るべき行動を深く理解しておくこと

が必要という声が上がった。

マニュアル作成へ

マニュアル作成を後押しした要因
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災害
対策本部

事務局：
危機管理課

保健師
災害時保健活動

マニュアル
作成チーム

検討会

管理栄養士
栄養士活動編作成

調整会議

2部4課（7人）
健康づくり推進課

高齢福祉課
障がい福祉課

すくすく子育て課

3部4課（7人）
健康づくり推進課
すくすく子育て課

ほいく課
保健給食課

庁内連携

14



栄養士活動編作成会議

３部４課の
管理栄養士
７名で会議

各課に持ち
帰り検討

各課で検
討した
内容を
再検討

開催回数
５回（H.27 ～H. 28 ）

危機管理課に最終
確認

保健所のガイドライン
との整合性

危機管理課に
内容確認

最終決裁
完成

大和市災害時保健活動
マニュアル～保健師編

～との整合性

👥👤 ㊞👤👥
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大和市災害時保健活動マニュアル 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

大和市イベントキャラクター『ヤマトン』 

 

平成２７年１１月 

災害時保健活動マニュアル作成チーム 

（健康福祉部・こども部） 

 

 

 

大和市災害時保健活動マニュアル 

～ 栄養士活動編 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                   大和市イベントキャラクター 

                          『ヤマトン』  

 

 

平成 29年 3月 

（大和市 健康福祉部・こども部・教育部） 

 

大和市災害時保健活動マニュアル
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【委員会】 構成員 （17名）
医師会
学識経験者
地域団体（栄養士会、食生活改善推進員）
行政（関連課長、担当者）

【作業部会】 構成員 （1１名）
地域団体（栄養士会、病院、福祉施設）
行政（担当者）

テーマ
行政栄養士の
災害時の活動

危機管理課長も出席

≪参考≫保健所の地域食生活対策推進協議会
（平成２６・２７年度）
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１ 災害時の組織体制

２ マニュアル作成の
経緯

３ 栄養士活動編

１ 災害時の組織体制

２ マニュアル作成の
経緯

大和市イベントキャラクター ヤマトン

大和市における
災害時の栄養・
食生活支援体制
について
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救援救護マニュアル
健康福祉部・こども部・文化スポーツ部・市民経済部・教育部の５部共通の事項をま
とめたものと各部の詳細マニュアルあり

災害時保健活動マニュアル
第１章：保健活動体制
（保健師・管理栄養士共通）

災害時の職員初動行動マニュアル
初動応急体制をまとめたもので、分掌事務を定め職員の活動内容を規定。災害対
策本部の指揮の下、各部が横断的に活動体制を構築

栄養士活動編
（H２９.３月完成）

第２章以降：
保健師活動編

（県）厚木保健福祉事務所大和センター管内

災害時栄養・食生活支援活動
ガイドライン（H2８.１月完成）

（県）大規模災害時における
保健福祉事務所・センター
保健師活動マニュアル（暫定版）

「大和市災害時保健活動マニュアル」より

（関連・連携）

栄養士活動編の位置づけ
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災害時における行政栄養士の活動体制
・救援救護担当部内の管理栄養士の協力体制
・栄養・食生活支援活動を行う栄養士等

災害時における行政栄養士等の主な活動内容
・要配慮者への栄養指導

乳幼児、妊産婦、摂食・嚥下機能低下者、疾患を持つ方など
・フェーズごとの主な食事・栄養補給の対応

平常時における栄養・食生活体制整備
・行政栄養士等が行うこと
・学校給食共同調理施設管理栄養士等が行うこと
・食生活改善推進団体が行うこと

1

２

３

災害時の

体制

災害時の

活動

平常時の

取組

栄養士活動編の主な内容
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保健給食班

※

教
育
部
内
の

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
中

＊初動行動により、原則勤務場所に参集
＊安否報告
※道路の寸断等で到着困難な場合、可能となるまで

至近出先等市施設へ行く（所属長へ要連絡）

各部の直属の課長（又は係長）

保健活動班

各職員

災害対策本部

教育総務班
（教育部本部）

こども総務班

（こども部本部）

健康福祉総務班
（５０１会議室：救援救護関連本部）

情報収集

移動

報告報告

報告

報告

報告

報告

災害時における行政栄養士の活動体制
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○災害時保健活動等における役割分担名簿作成
異動に伴い毎年見直し、住居地、参集距離等を把握

〇庁内連携の栄養士連絡会の開催
定期的なマニュアルの確認及び見直し

○災害時の食に関する普及啓発活動
健康テラス等での講座／防災フェスタへの参加

〇行政栄養士の災害対策のスキルアップ
「JDA－DAT」のリーダー研修等／支援栄養士の派遣依頼把握

○食生活改善推進員への研修

〇やまと食の応援団（健康な食を応援するお店）

平常時における栄養・食生活体制整備

参集できる職員

把 握
共通理解と

情報共有
資料作成

普及啓発

栄養士の

スキルアップ
ボランティアとの

協力体制

食環境整備
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市の保健師・管理栄養士・保健所の歯科衛生士が活動紹介

・市備蓄育児用ミルク（ｷｭｰﾌﾞﾀｲﾌﾟ）の試食と活用
・水を使わないパッククッキング
・哺乳瓶がない時のミルクの飲ませ方

家庭での
非常食
備蓄

災害時の
調理工夫

市総合防災訓練「防災フェスタ２０１９」

栄養・食生活

内容
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最後に

マニュアルを作成したことで、課題が見えてきました

今後も、色々な人の目に触れ、見直しと検討を続けることで、
より内容の濃いマニュアルになると考えています

マニュアルの

内容を掘り下げ
て検討し、必要
事項を明記して

いく

危機管理部門と
の連絡調整を強

化していく

タイムラインに基
づくマニュアル
や、教育部内の
連携体制を検討
していく

今後の課題

掘り下げる 強化 検討
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ご清聴ありがとうございました。

やまと食の応援団
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